
台風第10号について
（５日から７日にかけて沖縄地方から九州を中心に最大級の警戒）

＜気象概況＞ 強い台風第10号は、今後特別警報級の勢力まで発達し、５日から６日にかけて沖
縄地方に接近するおそれ。その後も特別警報級の勢力を維持したまま北上し、６日から７日にか
けて奄美から九州を中心に接近または上陸するおそれ。

＜暴風・高波・高潮＞ 台風が接近する地域では、記録的な暴風・高波・高潮となるおそれ。
＜大雨＞ 台風が接近する地域では、記録的な大雨となるおそれがあるほか、西日本や東日本でも暖

かく湿った空気が流れ込むため、広い範囲で大雨となるおそれがある。
＜警戒事項＞ 台風が接近する地域では、記録的な大雨・暴風・高波・高潮に最大級の警戒。気象

庁の発表する最新の台風情報に留意するとともに、今後各地の気象台の発表する早期注意情報
や警報・注意報などの気象情報に留意。

令和2年９月３日10時30分

大雨、暴風、波浪、高潮の警報級となる可能性のある期間
（■可能性がある、■可能性が高い）

9月6日
21時

9月5日
21時

予想天気図

台

台

＜見通しの変化＞ 台風がより発達する予想となり、沖縄地方・奄美地方でも特別警報を発表する可
能性がでてきた。

１ 気象庁
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